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GMC-800 詳細マニュアル【用語解説】 

 
仕様（5 ページ） 

・β線（ベータ線）……原子核内での中性子からの変化や崩壊によって放出される高速の電子または陽電子

です。高速で軽い電子（または陽電子）であり、物質を通過する際にエネルギーを放出し、そのエネルギ

ーが物質と相互作用します。一般的に、β線は比較的短距離を移動します。 

 

・γ線（ガンマ線）……原子核のエネルギー準位の変化や核分裂、核融合などで放出される電磁波の一種で

す。非常に高いエネルギーを持ち、高い透過性を示します。物質を通過する際にエネルギーを放出し、電

子の励起や原子のイオン化を引き起こすことがあります。 

 

・X線（エックス線）……高速電子が原子の内部で減速する際や、電子が原子の外部の電場によって加速さ

れることで放出される電磁波です。主に電子の運動によって生じるため、γ線と同様に高い透過性があり

ます。医療診断や産業用途で広く使用され、物質の密度や組織の違いを画像化するのに役立ちます。 

 

・µSv（マイクロシーベルト）……放射線量を測定する単位の一つです。放射線は自然界や医療検査などさ

まざまな源から発生し、私たちの身の回りに常に存在しています。この単位は、人々が日常生活で受ける微

量の放射線を計測する際に使用され、放射線のリスクを理解するための重要な指標です。 

 

・mRem（ミリレム）……放射線の生物学的影響を評価するために使われる単位です。放射線が体組織に与

えるエネルギーの吸収量を示し、それに基づいて健康リスクを評価します。mRemは、日常生活や医療診断

における微量の放射線被曝の量を示すのに用いられます。 

 

・MeV（メブ）……粒子や放射線のエネルギーを表す単位です。粒子が持つエネルギー量を計測するために

用いられ、特に原子核や素粒子の相互作用を理解するのに重要です。MeVは、核反応、宇宙線、そして医療

装置などで発生する放射線のエネルギーを評価するのに使われます。 

 

・cps (counts per second) ……放射線検出器が放射線をどれだけ検出したかを示す数値です。一秒間に

何回カウントされたかを示し、放射線の活動量や検出装置の感度を評価するのに使われます。 

 

・mR/hr (milliroentgen per hour) ……時間あたりの被曝線量を表す単位です。体に吸収される放射線の

量を示します。被曝のリスクを評価し、放射線の安全性を判断するために重要です。 

 

・ガンマ感度Co60……放射線検出器がコバルト60（Co-60）から放出されるガンマ線をどれだけ効率よ

く検出できるかを示す数値です。この指標は、放射線の検出感度がどれだけ優れているかを示す重要なパラ

メータであり、放射線の測定やモニタリングの正確性に直接影響します。 

 

・パルス/s ……パルスを1秒間において発生する回数を表す単位です。特定の現象や装置が時間の経過とと

もに発生するパルスの頻度を正確に示すのに使われます。 

 



2  

 

動作方法（６ページ） 

・自然放射線……自然放射線とは、地球や宇宙空間から自然に放出される放射線のことです。この放射線

は、天然の物質や過程から発生し、私たちの環境に普段から存在しています。主な源としては、以下のよう

なものがあります： 

1. 地球内部からの放射線: 地球内部には放射性同位元素が含まれており、これらの元素が崩壊する際に

ガンマ線やα線、β線などが放出されます。 

2. 宇宙線: 宇宙空間からやってくる高エネルギーの粒子や放射線が、地球の大気を通過して地表に届き

ます。これらの宇宙線は、太陽活動や宇宙の天体の影響で変動することがあります。 

3. 天然放射性物質: 地表や建物の材料に含まれる放射性同位元素（例えばウランやトリウム）から発生

する放射線も自然放射線の一部です。 

自然放射線は私たちの身の回りに常に存在し、一部は地球や宇宙の自然なプロセスによって制御されます。

これらの放射線は健康に対する影響がありますが、通常は低レベルであり、人間が受ける被曝量の大部分を

占めます。 

 

グラフィックユーザーインターフェース（GUI）（12 ページ ～ 30ページ） 

・Dose Rate（14ページ）……被曝率。放射線の被曝量が時間当たりにどれだけの速さで蓄積されるかを示

す量です。被曝率は、放射線の源から放出されたエネルギーが周囲の環境や人体にどれだけ影響を及ぼすか

を評価するために重要です。放射線環境のモニタリングや被曝管理、安全性評価などで使用され、特に原子

力発電所や放射線治療装置の運用中において重要な指標となります。 

 

・Dosimeter（16ページ）……線量計。放射線の環境や作業場での被曝量を監視するために使用されます。 

 

・しきい値（20ページ）……特定の条件が満たされるまで許容される最小限の値のことを指します。設定

されたしきい値を超えるとアラームが発動します。 

 

・キャリブレーション（29ページ）……測定器が正確に動作するように調整するプロセスです。これによ

り、測定器が正確な測定結果を提供し、信頼性の高いデータを得ることができます。 


